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▲すがすがしい空気と、素晴らしい景観を楽しみながら歩く参加者

▲元気なリズムの演奏に合わせて、親子で遊び歌を楽しみました

つやま幼稚園で６月４日、津山教育事務所とつやま

幼稚園、幼稚園保護者会との共催による「ハッピー

コンサート」が開催されました。コンサートには仙

台から全国的に活躍されている「あきらちゃんと

ラーメンちゃん」を講師に迎え、歌やリズムに合わ

せ、手遊びなどをしながら親子でふれあいました。

実践した遊び歌は、子どもだけでなく、大人も思わ

ずニッコリしてしまうような楽しい曲になっていて、

子どもと一緒に、お父さんやお母さんたちも笑顔で

コンサートを楽しみました。

歌とリズムで笑顔になろう！

平成２３年度東京中田会総会が５月２８日、東京都新宿

の日本出版クラブ会館で開催されました。この会は、

会員相互の親睦と発展を図ることを目的とし、関東

一円に住む市中田町出身者などで構成されています。

総会には、会員のほか、市議会議員ら９人が出席し

ました。総会では、総会に先立って開催された代議

員会の審議結果が報告された後、菊地会長からふる

さとの復興を願い義援金目録が手渡されました。引

き続き懇親会が行われ、大震災の被害状況やふるさ

とへの思いや思い出などを語り合いました。

ふるさとの復興を願って
東京中田会総会開催

第２４回の豊里地区市民登山のつどいが６月５日、大

崎市の鳴子の荒雄岳で開催されました。つどいには

多くの人が参加し、中には今年で通算２２回も参加し

ている市民もいました。当日は天候にも恵まれ、午

前１０時３０分に荒雄岳山頂を目指して出発し、木漏れ

日の中を登りました。途中３度の休憩を取りながら

１時間３０分を掛けて山頂に到着しました。山頂では、

新緑の栗駒山を展望しながらブナ林の中でおにぎり

を食べ、健康増進とリフレッシュが出来た１日とな

りました。

鮮
第２４回豊里地区市民登山のつどい

やかな新緑と景観を楽しむ

▲「ふるさとの復興の一助へ」と中田会から義援金が手渡されました

つやま幼稚園でハッピーコンサート
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よさこいを通して被災地にエール

トピックス 
 ぷらぷらすす

よさこいチーム関西京都今村組による「東北復興チャリ

ティーキャラバン」の公演が６月６日、中田総合体育館で

開催されました。これは、東日本を縦断しよさこいを通し

て復興を支援するもので、県内では唯一登米市で開催され

ました。当日は、地元チームによる総踊りや今村組による

ライブなどが行われ、被災地に向けエールを送りました。 ▲地元よさこい３０チームによる元気あふれる総踊り

▲届けられた横断幕、登米庁舎に展示されています

海外の姉妹都市からの支援

震災による市の被害に対し、姉妹都市であるカナダのバー

ノン市、アメリカのサウスレイク市からそれぞれ５月２７日、

６月２日に義援金が寄せられました。義援金は、両市にお

いてチャリティコンサートなどを開催し集められたもので

す。また、サウスレイク市からは同市の子どもたちによる

メッセージが書かれた横断幕も届けられました。

▲イオン南方跡地に建設された仮設住宅

南三陸町の被災者向けにイオン南方跡地に建設されていた

仮設住宅２００棟が６月４日に完成しました。完成後、順次

入居が開始され、鍵を受け取った入居者は、新たな生活へ

の意気込みを新たにしていました。今回の完成により市内

に建設された仮設住宅は、津山横山住宅団地に建設された

仮設住宅と合わせ、約２６０棟となっています。

東日本大震災における南三陸町への物資輸送ボランティア

の活動実績報告会が６月９日、迫庁舎で行われました。報

告会には物資輸送を行った市内の各種団体の代表者１１人が

出席し「活動を通して新しいネットワークができた」「輸送

以外の支援を引き続き行っていきたい」など、活動を通し

ての感想や要望ついて、多くの意見が交わされました。

支援活動を振り返って

▲ボランティアの重要性について意見を交わす代表者

６/９

５/２７

南方地区に仮設住宅が完成

６/４

６/６


